
住所 〒004-0041 札幌市厚別区大谷地東１丁目１番１号
URL http://www2.satutoku.jp/

連絡先(窓口) 臨床研修センター 中條秀樹
011-890-1110（代表）／070-6607-1548（直通）
dr-edu-satutoku@tokushukai.jp

病床数 301床
専門研修指導医数 45人
臨床研修指導医数 45人
外来患者数 479人/日※令和４年度（2022年度）実績
入院患者数 260人/日※令和４年度（2022年度）実績

標榜科

内科 胃腸内科 循環器内科 呼吸器内科 消化器
内科 腎臓内科 糖尿病内科 血液内科 外科 肛
門外科 乳腺外科 心臓血管外科 整形外科 形成
外科 麻酔科 小児科 アレルギー科 皮膚科 産
婦人科 眼科 耳鼻咽喉科泌尿器科 放射線科 病
理診断科 救急科 歯科口腔外科 歯科 リハビリ
テーション科 炎症性腸疾患(ＩＢＤ)センター 整
形外科外傷センター 循環器センター プライマリ
センター（総合診療科） 血友病センター 甲状腺
内視鏡サージセンター

給与（月額） 42万円

処遇
身分｜常勤、各種保険｜健康、厚生年金、雇用、労
災、医師賠償、各種手当｜扶養、時間外・当直、住
宅、通勤、寒冷地

サブスペシャルティ 家庭医療専門医、病院総合診療専門医

札幌徳洲会病院
医療法人徳洲会

札幌徳洲会病院総合診療科専門研修プログラム
「新たな価値への挑戦！」
総合診療医としての全人的・全身的な診療能力を身につけ地域に貢献できる人格形成と、どの様な環境下でも活躍の場を見

出す医師の育成を目指しています。米国総合内科専門医の教育等により、総合的かつ専門的なエッセンスを交えたグローバル
な研修です。
〔連携施設〕
【病院】松前町立松前病院／共愛会病院／せたな町立国保病院／柏葉脳神経外科病院／江別市立病院／日高徳洲会病院／東葛辻仲病院／
千葉徳洲会病院

【診療所】健康会おおあさクリニック／ニセコインターナショナルクリニック

札幌

その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

病院データ

プログラム統括責任者から

当科は、プライマリセンターという立ち位置で救急搬送された患者対応、その後の入院管理
業務を中心に担当し、連携病院での外来診療業務も可能としています。また、当院自体は札幌
市の南東部に位置するため、市外からも多く、様々な疾患を抱えた患者の救急搬送を受け入れ
ていますので、幅広く診療したい先生や「飽きっぽい性格で、一つの診療科に絞れない。」な
どの先生も歓迎しております。
内閣府の発表によれば、北海道の高齢化率は全国でも上位に入ると予想され、札幌市におい

ては、高齢者の転入も増加しています。是非、専攻医としてチームの一員に加わり、地域医療
に貢献する力を発揮していただければと思います！

プライマリセンター部長
山田 達也
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その先の、道へ。北海道 Hokkaido. Expanding Horizons.

ローテーション例

医療法人徳洲会
札幌徳洲会病院

施施設設概概要要

周周辺辺環環境境・・アアククセセスス

専門研修１年目は、基幹施設での総合診療専門研修Ⅱ、基幹施設または連携施設（共愛会病院）での救急科、連携施設
（共愛会病院または日高徳洲会病院）での「その他領域」で地域医療の研修を行い、専門研修２年目は、４施設から選択
した連携施設での総合診療専門研修Ⅰ、基幹施設での小児科、「その他領域」で基幹施設や連携施設と連携して幅広い疾
患管理能力を習得するための研修を行い、総合診療専門医に必要な知識や技能を補います。専門研修３年目は、基幹施設
での内科及び総合診療専門研修Ⅱで、総合診療専門医に必要な知識や技能の総仕上げとなる研修を行います。

１
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 札幌徳洲会病院・江別市立病院 札幌徳洲会病院
共愛会病院

共愛会病院
日高徳洲会病院

領 域 総診Ⅱ 救急 その他（地域医療）

２
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 おおあさクリニック、ニセコインターナショナルクリ
ニック、松前町立松前病院、せたな町立国保病院 札幌徳洲会病院

札幌徳洲会病院、ニセコイン
ターナショナルクリニック、
共愛会病院、日高徳洲会病院、
千葉徳洲会病院、東葛辻仲病
院、柏葉脳神経外科病院

領 域 総診Ⅰ 小児科 その他
（選択診療科）

３
年
目

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

施設名 札幌徳洲会病院

領 域 内科／総診Ⅱ

札幌市の南東部に位置。札幌市中心街から約20分、札幌市営地下鉄「大谷地」駅から徒歩約７分で、大谷地駅周辺に
はスーパーなどもあり住環境も充実しています。新千歳空港から「大谷地バスターミナル」まで約40分、直行バスが20
分間隔で運行しています。
また、病院内に、「ローソン」、「タリーズコーヒー」、「レストラン」や「理容室」が併設されています。

札幌市の南東部に位置し、開院当初から最新の設備と医療体制を整備し、市内のみならず近郊都市の地域医療・救急医
療の中心的役割を担っている厚生労働省臨床研修指定病院です。
整形外科外傷センターを中心として年間4,000件の手術（3,000件の全身麻酔手術）を行っている手術室および、5,100台
の救急車を受け入れている救急センターをはじめ外来、病棟、コ・メディカル、事務スタッフが年中無休24時間活動し
ている活気のある病院です。
2012年７月１日に、29年間慣れ親しんだ白石区栄通から1.6キロメートル離れた厚別区大谷地東へ新築移転し、歯科口

腔外科を新設し、循環器内科・耳鼻咽喉科・眼科・外傷センターの医師を増員し機能拡大を図りました。2014年には、
新たに炎症性腸疾患（ＩＢＤ）センターを開設し、現在は整形外科外傷センターとプライマリセンター（総合診療科）を
軸に、ＩＢＤ(炎症性腸疾患)センター、血友病センター、甲状腺内視鏡サージセンターを開設し、少しずつではあります
が、ハード、ソフトとも地域の皆様のニーズにお応えできる環境が整いつつあり、これまでの地域医療、救急医療、プラ
イマリ・ケア、外傷医療をますます強化し、地域に根差した病院として適切な医療が提供可能となる高機能病院を目指す
とともに、徳洲会グループの理念を持った医療従事者の教育・輩出を目指しています。

施設所在地の概要

電子カルテ・オーダリングシステム、ＰＡＣＳシステム（院内画像配信システム）、320列・64列マルチスライスＣＴ、
3.0ＴＭＲＩ、血管造影装置（ＤＳＡ）、デジタルＸ線撮影、Ｘ線テレビ装置、マンモグラフィ撮影装置、骨密度測定装
置、外科用イメージ装置、手術用双眼顕微鏡、腹腔鏡装置、電子・超音波内視鏡、高気圧酸素治療装置、屋上ヘリポー
ト、地下駐車場、理容室、コンビニエンスストア、カフェ、レストラン、講堂‐カントコトロ、図書室、研修医室、当
直室、仮眠室、カンファレンス室、会議室

主主なな設設備備
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